











（mathematics laboratory approach）の先駆者として知られている L. M. ラスムッセン（Lore May
Rasmussen）の教授理論を提示することである。
1950 年代から 1970 年代にかけて、先進諸国は、冷戦下における科学技術開発競争の影
響を受けて、数学教育の急進的な改革にこぞって取り組んだ。この世界的な数学教育改革
の動向は様々な名称で呼ばれてきたが、近年では、数学教育史研究者の G. シュブリング













【Abstract】This paper aims to describe a theory of instruction presented by Lore May Rasmussen,
known as a pioneer of mathematics laboratory approach in the new math movement in the United
States. Three conclusions can be made. Firstly, in her early career, Rasmussen had a strong interest in
developing children's activities into mathematically meaningful ones. Secondly, in the mid-1960s, she
advocated that it was indispensable for children to manipulate physical objects they were familiar with
in their daily life in order to acquire mathematical concepts. Thirdly, around 1970, she criticized the
new math movement because it eliminated opportunities for children to make inquiries by themselves.
Rasmussen attached great importance to children's manipulation of physical objects they were familiar
with in their daily life, and it was her unique characteristic among the advocators in the new math


















M. ヴェルトハイマー（Max Wertheimer）の影響の下で改良された構造的算数（Structural Arith-
metic）の教材、ベルギーの教師であった G. キズネール（George Cuisenaire）が発案し、C. ガ
ッテーニョ（Caleb Gattegno）の活動によって広範に普及したキズネール棒（Cuisenaire Rods）、








Committee on School Mathematics、以下 UICSM）のリーダーを務めたM. ベバーマン（Max Beber-
man）や、UICSMから派生したイリノイ大学算数プロジェクト（University of Illinois Arithmetic






























ば、C. E. シルバーマン（Charles E. Silberman）は、1970 年の『教室の危機』において、オー
プン・エデュケーションの活動家の一人として、ラスムッセンに言及している９）。また、J.

























によれば、彼女は、1920 年 5 月 9 日に、ドイツ南西部の人口 13000 人程度の村で、ユダ
ヤ系の家庭に生まれた。ユダヤ系への迫害の激化により、1938 年 1 月にドイツを発ち、ア
メリカに亡命する。亡命後は、コロンビア大学ニュ ・ーカレッジへ編入し、さらにイリノイ
大学へ転学して、初等教育を専攻する。1940 年 6 月 4 日には、イリノイ大学で社会学を教






受けることは「補習の先生の所に降りる（down to the remedial teacher）」と揶揄されていたと
いう。ラスムッセンは、このような厳しい環境の中で、ミクォン・マスの開発に取り組んで
いた。
1961 年 5 月に彼女の活動が『PTAマガジン』で紹介され 12）、一躍脚光を浴びる。しかし
彼女は 1963 年にミクォン・スクールを去り、フィラデルフィアの貧困地区で、学校支援の
活動を開始した。この活動はラーニング・センタ ・ープロジェクト（Learning Center Project）と
称され、アメリカにおける初めてのテーチャ ・ーセンターとして位置付けられている。1976
年 3 月 22 日には、フィラデルフィア公立学校市民協議会（the Citizens Committee on Public
Education in Philadelphia）から教育卓越賞（Award for Excellence in Education）を贈られている。
ラスムッセンは 1986 年に引退し、カリフォルニアのバークレーに移住する。そして、




UICSMの活動を参考にしていたことが記されている。例えば、1958 年 5 月 12 日の記録に
は、「イリノイ大学の第 1 コースの教材の一部を使用した」とあり、続けて、3 という数の
概念とその表記である「3」の区別についての記述がある 13）。これは、UICSMが 1957 年
から 1958 年にかけて使用した実験的教科書の中の、数の概念と数の表記の区別を子ども
たちに学ばせる単元 14）のことを指していると思われる。
イリノイ大学が所在する地域の地域紙である『ザ・ニュース・ガゼット』の 1959 年 7 月
30 日の記事 15）によれば、ラスムッセンによる UICSMの教材の使用は、UICSMに無断で
行われたものであった。そして、無断使用を彼女自身がイリノイ大学に名乗り出て、それ
をきっかけとして UICSMや UIAPとの協力関係が始まった。彼女は、1958 年 9 月 16 日付
でイリノイ大学附属高校の研究補助者 16）に就任している。UICSMや UIAPからは、ラスム
ッセンの実践に対するアドバイスが行われた。例えば、UIAPのリーダーであるペイジは、
1958 年 10 月 3 日付で彼女宛に手紙を送り、数と数の関係を定めたものとして等式を解釈
することを説明している 17）。
ラスムッセンは、後年、UICSMや UIAPとのこのような交流を通じて、子どもたちの活
動が数学として有意義なものへと変化したと述懐している。1972 年 11 月 21 日から 25 日




















ミクォン・マスは、6 冊の教材冊子と 3 冊の補助資料で構成されている。学年段階として
075
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は、第 1 学年から第 3 学年を対象として想定している。6 冊の冊子には、内容に関する 26
の項目が設定されている。ただし、各冊子において 26 の項目がすべて登場するわけでは
ない。3 冊の補助資料は、ミクォン・マスの意義と使用方法を解説した冊子である『教師へ
の覚え書き（Note to Teachers）』、1960 年から 1961 年にかけてのラスムッセンの実践を簡潔
にまとめたものである『第 1 学年の日記（First-Grade Diary）』、教材シートの活用方法と各内
容項目に対応した活動の事例が紹介されている『注釈付き実験室シートおよび小学校教師























ムッセンが行った講演 22）から読み取ることができる。この会議は、1964 年 3 月 25 日から
3 月 27 日にかけて、連邦教育局と全米数学教師協議会（National Council of Teachers of Mathe-













































ラスムッセンの想定する子どもの概念形成の過程は、彼女が 1966 年 2 月から 6 月まで




考し探究するために時間を割くこと』という題名で 1972 年に公刊されている 24）。























































































ラスムッセンによる新数学運動への批判は、本論の第 2 節で既に言及した、1972 年の第
3 回インター・アメリカ数学教育会議における彼女の講演 26）においても示されている。
この講演は、三つの項目に分かれている。第 1 の項目は、「教室の思い出（Memories from
the Classroom）」と題され、ラスムッセンの初期の活動が振り返られている。本論の第 2 節
で言及した UICSMや UIAPとの交流は、この項目で語られている。第 2 の項目は「合衆
国における数学教育改革の反省（Reflections on Mathematics Teaching Reforms in the U.S.）」と題さ
れ、新数学運動批判が述べられている。第 3 の項目は、「初等学校のための新しい教育的同
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